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【主な研究成果】
我々は、これまでに、KUMADAIマグネシウム合金素線の表面にポリ乳酸の薄層をコーティングした素材が生体吸収性ステント (フローダイバーター) 材料として非常に有効であることを見出し、動物実験で分解吸収されて１年程度ののちに完全吸収されて消失することを確認している。これまでに、実用化の条件とされる細線化（46.0μmの直径の合金素線に対して、ポリ乳酸コーティング層5.0μm）が達成できている。さらなる性能向上のために、現在の48本編みから増量して77本編みのフローダイバーターにする目標が掲げられ、そのためには１本の合金素線をさらに細くする必要がある。また、これまでより高強度のKUMADAIマグネシウム急冷合金を用いることも視野に入れる。本研究では、30.0μmの直径の合金素線にポリ乳酸をコーティングすることを計画し、これまでのコーティング層の厚み5.0μmより薄くすることができた。

【今後の展望】
フローダイバーターは、脳血管の一部が風船状に膨らんだ患部の血管内に留置されるチューブ状の物体であり、風船状に膨らんだ患部がさらに膨張して破裂し脳溢血を起こさないようにする。血管が膨らんだ患部への血流を遮断することによって、血液を凝固させることがフローダイバーターの作用である。しかしながら、脳血管からはたくさんの極毛細血管が分岐しているため、これらへの血流を遮断すると、脳梗塞を引き起こすことになる。したがって、フローダイバーターには、微細な孔がたくさん開いている必要がある。このような条件を満たすために、現状、フローダイバーターは極細金属素線が48本編み込まれた筒状の形態であり、隣の素線および交差する素線によってメッシュが形成されている。孔のサイズを現状よりも小さくすることができれば、極毛細血管への血流の遮断をさらに抑えることができる。そのため、上述のように、現在の48本編みから増量して77本編みのフローダイバーターにする目標が掲げられた。本研究で超薄層ポリ乳酸コーティングに成功したので、素線が細化され、これによって77本編みのフローダイバーターの製作への道が開けたと考えている。

【具体的な成果】
　●論文
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